
区分分割 円は

輪 （O型格子） と田に分割

（円は作成命令語を保有）



区
分
分
割



★可変）四角領域に分割　節点を並べ置いていく

★節点番号値に規則性をもたせる

★点 → 線 → 面 → ソリッド　と進める

★節点・要素は別々に作成（節点配置工数が９割）

★座標指定　節点コピー　節点補間　対称コピー

★条件設定など、全て自動化させる

以下の手段で電卓感覚ＣＡＥが実現　



１）座標指定

２）線を作成　2点＆補間　1点＆節点コピー　で　　

３）面を構築

NADD=線の最大節点番号-最小節点番号+１　とし

NADDを使い線分（節点番号）を増分　

４）ソリッド構築

NADD_2=面の最大節点番号-最小節点番号+１　とし

NADD_2を使い　面（節点番号）増分　

1～３・４を　区分けされた領域で行う

節点と要素は別々に作成する

境界（同一座標）は、座標一致させ節点マージ

　　　　　　（座標系・端の節点・補間数一致）



座標指定 節点を設定

線を設定

面を設定
ソリッド
を設定

区分け
を

決める

最後
節点
マージNADD

NADD_2

常に、節点と要素は
別々に作成

自動モデル化＆条件設定入力



電卓感覚

パラメトリックCAEシステム構築可能

解析者はスクリプトを一切触らない



土木・熱機器・工作機械・設備機器
回転機器・電子部品・MEMS・原子力
人に依存しないＣＡＥを構築可能

教育用途から、地球シミュレーターまで
広くカバー

小規模　　　　　　　大規模


